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６．まとめ 

調査対象とした小松・加賀・あわら地区は面積約 437 km2 で、この報告書に取りあげた北潟

湖、柴山潟、木場潟の他、ラムサール条約登録湿地の片野鴨池や越前加賀海岸国定公園の北部

を含む豊かな自然を有しています。片野鴨池は、石川県加賀市にある淡水の池ですが、名前の

とおり、この池には越冬のため毎年多数のカモやガンが飛来することで知られ、江戸時代から

続く伝統的な「坂網猟」という投げ網によるカモ猟が現在まで伝承されています。また、越前

加賀海岸国定公園は、石川県加賀市から福井県敦賀市に至る日本海沿岸部を中心とした国定公

園であり、日本海の荒波に削られた断崖や海岸段丘が形成されています。 

本調査で得られた成果及びデータが、環境調査等のその他の知見とともに、地域の環境保全

や、片野鴨池の越冬環境の保全・再生・利用、交流・学習活動等、それぞれの湖沼における改

変の歴史と現状を踏まえた適切な利用のための基礎資料として、自然と共生する地域づくりに

広く活用されることを期待します。 

本調査の実施に際して、石川県、福井県、石川県南加賀土木総合事務所、大聖寺土木事務所、

福井県三国土木事務所、石川県小松市、加賀市、福井県あわら市、北潟漁業協同組合、その他

関係機関よりボーリング資料や都市計画図を始め各種資料を提供していただきました。この場

を借りて御礼申し上げます。 

なお、この報告書に使用した地形図等は、国土地理院が発行している２万５千分１地形図、

５万分１地形図、20万分１地勢図及び国土地理院が作成した旧版地形図であり、また使用した

写真は、国土地理院撮影の空中写真及び国土地理院が保有する米軍撮影の空中写真、並びに現

地調査等で撮影したものであることを付記します。 
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用語集 

 

ヒシ(p1)：沼や池に生える１年生水草。水中の泥の中に根をはる。葉は３～６cmの三角形に近

いひし形で、水面に浮き、表面につやがあり、ふちにギザギザがある。葉柄はふくら

んでおり、浮袋の役目をする。７～10月頃、１cmくらいの白い花をつける。実はひし

形で、両側にトゲがあり、古くから食用とされた。実の形からこの名がついた。変種

のオニビシは実のトゲが４本ある。 

ガガブタ(p1)：本州以西の湖や池などの浅い水中に群生する多年草。葉は、濃緑色で直径は数

cmから 10数 cmほどの円状やだ円状の腎臓形をしている。葉柄基部にバナナの房状の

殖芽を形成する。花期は夏で、1.5cmほどの白い花が咲く。漢字では鏡蓋。 

コウホネ(p1)：池や沼などの浅い水中に生える多年生の水草。地下茎は白色で太い。水中の葉

は細長く海草に似る。水上の葉は長さ 20～30cmのだ円形で光沢がある。６～９月頃、

水中から突きぬけた花柄の先に５cmほどの黄色い花が上向に咲く。地下茎が白骨に見

えることからこの名がついた。地下茎は、強壮、止血などに効く薬としても使われる。 

ヨシ(p1)：池沼や河口などに群生する高さ２～３ｍの大型の多年草。地下茎は太く横にはう。

茎は硬く、直立する。葉は長さ 20～50cm 前後の線形で、互生する。８～10 月頃、茎

の先に淡紫色の小穂を密につける。アシともいう。 

ラムサール条約(p2)：正式な名称を「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条

約」といい、1971年に、イランのラムサ－ルで開催された「湿地及び水鳥の保全のた

めの国際会議」で採択された条約。 
海跡湖（p3）：砂州や沿岸州・砂嘴などの発達によって海の一部が閉塞されて生じた潟湖のよう

な湖を指す。 

DGPS(p4)：位置のわかっている基準局が発信する FM放送の電波を利用して、GPS（全地球測位

システム）の計測結果の誤差を修正して精度を高める測量技術。Differential Global 

Positioning System の略。 

検土杖(p33)：土壌調査用具の一つで簡易ボーリングにおいて主に使用される。長さ１ｍまたは

1.5ｍ程度の鋼鉄製の棒の先端 1/3(30cm または 50cm)に溝があり、反対側に把手が付

けられるようになっている。溝の先端を土壌に押し込み把手を１回転して引き上げ、

溝に詰まっている土壌の色や粒径組成を調べる。次に同じ穴に2/3まで押し込んで引

き上げる。これを３回繰り返すと 90cmあるいは150cmまでの土壌断面の大体の様子が

わかる。   

 


